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３－１ 水資源の保護活用（森林環境総務課） 

健全な水循環系の構築と水を生かした地域振興を図るための指針として、平成25年6月に「やまなし水
政策ビジョン」を策定し、持続可能な水循環社会を目指して様々な分野における水政策を進めています。

平成25年度に実施した主な事業は、次のとおりです。なお、平成17年3月に策定した「山梨県水政策基本
方針」は、「やまなし水政策ビジョン」の内容として引き継がれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 森林の整備（森林整備課、県有林課） 

水源涵
かん

養機能をはじめとする森林の有する多面的機能が持続的に発揮されるよう、間伐等の森林整備

を実施しています。なお、平成24年度から、いわゆる森林環境税を活用して荒廃した民有林の整備を進め
ています。 

２ 水源地域緊急整備（治山林道課） 

近年、洪水・渇水被害や集中豪雨による山地災害などが頻発していることから、良質な水の安定的な供

給や土砂流出の抑制に対する県民の要請が高まっており、水源地域の森林においては水源かん養機能

の低下した荒廃森林の整備が緊急の課題となっています。このため、ダム上流域等の水資源の確保上重

要な水源域において、荒廃地、荒廃移行地等の復旧整備及び荒廃森林等の整備を面的、総合的に実施

し、水資源の確保と県土の保全を図っています。 

箇所数 事業費（千円） 備　　　　　　　考

26 1,686,843 治山ダム、山腹工、森林整備等

平成25年度水源地域緊急整備事業実績
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や ま な し 水 政 策 ビ ジ ョ ン の 施 策体 系

政策目標 持続可能な水循環社会を目指して 

【育水と保全】 
 

健全な水循環の維持 
 

【魅力発信と活用】 
 

水を活かした地域・産業の振興 
 

【連携と相互理解】 
 

水を通じた交流の活性化 
 

【暮らしと防災】 
 

安全な水の確保と 
暮らしを守る治水の推進 

 

《施策の展開方向》  
Ⅰ 地下水の保全と適正利用 
 
Ⅱ 水源地域の保全 
 
Ⅲ 雨水の流出抑制と多面的機能の維持 

《施策の展開方向》  
Ⅰ 観光・ブランド化への拡大 
 
Ⅱ 農業用水の保全と活用 
 
Ⅲ エネルギー利用の普及・促進 

《施策の展開方向》  
Ⅰ 地域間交流の促進 
 
Ⅱ 様々な主体による取り組みの推進 
 
Ⅲ 地域の水環境の持続的な保全 

《施策の展開方向》  
Ⅰ 安定的な水の供給 
 
Ⅱ 新たな水需要への対応 
 
Ⅲ 水質・水環境の保全 
 
Ⅳ 防災対策の適切な実施 

４つの基本方針 
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３ 水需給の動態調査（企画課） 

 

（１）調査目的 
国は平成11年6月に策定した「新しい全国総合水資源計画」（ウォータープラン21）のフォローアップ及
び新たな長期計画の策定等に資するための基礎資料集積を目的として、毎年、全国水需給動態調査を実

施しており、県は国からの委託を受け、地域の水需給の現状と動向を調査しています。 

（２）調査内容 
平成25年度の調査は、毎年同様の項目を継続的に調査してその推移を把握する「①水需給動向調査」
と、定期的に実施している「②雨水・再生水利用施設実態調査」、年度ごとに設定した特定の項目につい

て把握する「③特定課題調査」から構成されていました。水需給動向調査は、都道府県のブロック別水道

用水需要量、工業用水道需要量、その他用水需要量などの調査を毎年継続的に行っています。雨水・再

生水利用施設実態調査では、施設の規模などについて、調査を実施しました。平成25年度の特定課題調
査については、「水資源に関わる中長期計画に関する調査」を行いました。 
 

 

４ 水源地域における適正な土地利用の確保（森林整備課） 

本県の豊かな水資源を将来にわたって健全な状態で維持していくため、この水資源を育む森林など、

水源涵養機能の高い土地の適正な利用を確保する必要があることから、平成24年12月、「山梨県地下水

及び水源地域の保全に関する条例」を制定しました。 

この条例に基づき、水源涵
かん

養機能の維持及び増進を図るため適正な土地利用を確保することが必要と

認められる地域を「水源地域」として指定するとともに、水源地域内の土地について所有権等の移転又は

設定をしようとするときは、事前に知事に届け出ることを義務付けています。 

 

（件） 所有権 賃借権 （ｍ２） 所有権 賃借権

43 235,137
42 1 230,648 4,489

12 42,577
0 12 0 42,577

38 111,833
35 3 104,129 7,704

93 389,547
77 16 334,777 54,770

富士・東部

合計

平成25年度水源地域内土地の所有権等移転・設定届出状況

件数 面積
地区

中北

峡南
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３－２ 水辺環境の整備 

 

１ 内水面利用啓発事業（花き農水産課） 

釣り人などの河川湖沼の利用者に対して、漁場の保全や水産資源の保護等に関するマナーやルールの

普及啓発活動を行うことにより、良好な水辺環境の維持と内水面漁業の健全な発展を図っています。 

 

 

２ 水辺環境の整備 

（１）河川（治水課） 

河川は、単に治水・利水の機能を持つ施設としてだけではなく、豊かな自然環境を残し、うるおいのある生

活環境の舞台としての役割が、期待されるようになってきています。 
このため、水と親しみ、憩いの場となる空間整備や、植生や自然石を用いた護岸づくり、魚がのぼりやす

い魚道、散策路の設置など、水とふれあい周辺の環境や生態系に配慮した「多自然川づくり」に取り組んで

います。 
 
（２）砂防（砂防課） 

土砂災害対策として砂防事業を推進しているところですが、自然豊かな渓流において工事を行うため、自

然環境の改変につながらないよう留意しなければなりません。 

本県は景観に優れ、貴重な動植物が存在するなど自然環境にも恵まれている地域が多いため、良好な自

然を後世に残すことが求められています。同時に、快適な水辺環境作りとして、景観や親水性の向上、周辺

環境（動物、魚類、植生、人、生活）に配慮した渓流空間の整備が望まれています。 

そこで、「山梨県渓流環境整備計画書」に基づき、魚がのぼりやすい魚道の整備、堆砂敷の渓畔林の活

用、人々が集える砂防施設の創造、歴史に残る砂防施設の保存と活用、周辺環境と調和した砂防学習施設

の整備など、“自然と共生できる砂防”をテーマに事業を推進していきます。 


